
        市 民 討 論 会 

    『自分の力で自分の生き方を変えていこう』 ブッダ 

 

精神障がいの方の親亡き後   

  安心・安全な生活を送るには 
日本の精神障がい者への医療・福祉サービスは、諸外国と比べても大変遅れています。

国も遅ればせながら、当事者の地域生活支援体制の整備を打ち出していますが、個々のサ

ービスの制度化を早急に進めるべきです。 

この度、愛家連でも愛知県からの委託事業で、日ごろ精神障がいを持つ当事者の方に直

接支援をして頂く方、行政の担当者の方、当事者の方、家族の方に話題提供をいただき、

それを受けて参加者 (民生委員、行政の担当・議員、医療・福祉支援者・当事者・家族)  の

皆さんと当事者の地域生活支援のあり方・課題を掘り下げていきたいと思います。 

          話題を提供してくださる方々 

心療クリニック・パティオちた 水野信義 院長、共和病院 朝倉起己係長 他 2 名、 

ACT あいち 渕野正弘 医師、常滑市 社会福祉協議会 青木由美子、 

訪問看護ステーション和来 佐々木航社長、家族 森充代、   司会 森重昌 

開催日時： 平成 29 年 11 月 16 日(木) 12 時 45 分～16 時 30 分 

会  場：東海市市民活動センター（ソラト太田川 3 階） 

電  話：0562-32-3400 

名鉄常滑線・河和線「太田川駅」下車（東口徒歩 1 分） 

問い合わせ：愛家連知多ブロック事務局：℡0562-33-5225・090-1986-1124 森重昌  

主催：特定非営利活動法人 愛知県精神障害者家族会連合会 知多ブロック家族会連合 

              （愛知県アウトリーチ啓発普及委託事業）                                                                                                  


